
令和7年2月21日(金)・22日(土)

2月21日(金)：神戸女学院中学部・高等学部

2月22日(土)：スペースアルファ三宮

〒662-8505 兵庫県西宮市岡田山4-1
（阪急電鉄今津線「門戸厄神」駅から徒歩約15分）

〒650-0021　兵庫県神戸市中央区三宮町1-9-1
三宮センタープラザ6階（JR「三ノ宮」駅から徒歩約５分）

会期

会場

英語5技能教育特別部会
(西日本エリア)

実施案内

令和6年度 全国私立中学高等学校 私立学校特別研修会

　国においては、グローバル化への対応の一環として、小・中・高等学校等を通じた抜本的な英語教育改革を推進
しています。これを受け大学入試の英語でも4技能の総合的な評価が拡大しており、各学校においてはこれらへの
対応は喫緊の課題です。さらに、欧州評議会が作成した外国語学習者の言語能力を図る参照基準CEFRでは、学習
者の自己評価においてコミュニケーションの形態を5技能に分類しています。
　そこで当研究所では、私立学校の英語教育担当教員の指導力強化を図るため、5技能教育に係る特別研修事業を
令和5年度に引き続き、東日本エリアと西日本エリアで実施致します。

2024.11

一般財団法人日本私学教育研究所
 東京都千代田区九段北4-3-8 市ヶ谷UNビル６階 
 電話 03(3222)1621　FAX 03(3222)1683　ホームページ https://www.shigaku.or. jp/

○主催:一般財団法人日本私学教育研究所　○後援:日本私立中学高等学校連合会

募集人数 50名 参加費 20,000円

参加対象 英語科教員

昼食費1回分(2/22)を含む、宿泊費別
※宿泊は各自でご手配下さい

都道府県私学協会加盟の私立中学校・高等学校・中等教育学校対象

日程

学校視察 神戸女学院中学部・高等学部 ♫ 当日は上履きをご持参下さい。
中学1年生の英語授業視察、重要文化財指定の校舎群の見学、視察校英語科教諭による発表、
視察校英語科教諭を交えての研究協議を予定。

ワークショップ Ross  Ma lco lm

(21日)

(22日)
ブリティッシュ・カウンシル英語教員研修トレイナー

The focus of reading tests such as the Common Test for University Admissions has changed in recent years, with
candidates expected to read a larger volume of text at higher speeds and be able to compare ideas and transfer
information between texts and graphs. This places a high burden on students reading fluency, their reading stamina
and their working memory. This session will focus on how to support SHS students with these challenges.

日程・プログラム内容等は変更となる場合があります。

※ 21日の授業視察は中学1年生の英語授業になります。

(兵庫県西宮市)

(兵庫県神戸市)

https://www.kobejogakuin-h.ed.jp/
https://spacealpha.jp/sannomiya/
https://www.shigaku.or.jp/
https://www.kobejogakuin-h.ed.jp/


◆ 日 程 表 ◆ ※日程・プログラム内容等は変更となる場合があります。 

【1 日目】 2月 21 日(金) 〔会場 神戸女学院中学部・高等学部 コミュニケーションセンター内 コムホール〕 

12:00-12:30 受 付〔コミュニケーションセンター エントランスホール〕 

12:30-12:50 開会式        司会 川本 芳久 一般財団法人日本私学教育研究所理事・事務局長 

◇開会 

◇主催者挨拶   吉田   晋 一般財団法人日本私学教育研究所理事長 

◇視察校代表挨拶 森谷 典史 学校法人神戸女学院理事・神戸女学院中学部・高等学部部長 

◇研修会運営方針説明 平方 行 英語 5技能教育特別委員長 

◇日程説明 

◇閉式 

13:00-13:30 視察校紹介                    〔アンジー・クルー記念館 1F 106 室〕 

発表者 森谷 典史 学校法人神戸女学院理事・神戸女学院中学部・高等学部部長 

13:30-14:00 視察校英語教育について              〔アンジー・クルー記念館 1F 106 室〕 

発表者 稲垣 祐子 神戸女学院中学部・高等学部英語科主任 

刺賀 繭理 神戸女学院中学部・高等学部教諭 

津村 真衣 神戸女学院中学部・高等学部教諭 

14:20-15:05 授業視察(6 限) 中学 1 年生の英語授業を視察します。 

授業者 太田久美子 神戸女学院中学部・高等学部教諭 

Paul Ross RODRIGUEZ 神戸女学院中学部・高等学部教諭 

15:15-16:00 施設見学(重要文化財) 国の重要文化財に指定されたヴォーリズ設計の校舎群を視察します。 

案 内 北條 敦子 学校法人神戸女学院理事・総務部長 

16:15-17:00 研究協議 視察校教諭を交えて意見交換を行います。 

指導者 稲垣 祐子 神戸女学院中学部・高等学部英語科主任 

太田久美子 神戸女学院中学部・高等学部教諭 

Paul Ross RODRIGUEZ 神戸女学院中学部・高等学部教諭 

コーディネーター 英語 5技能教育特別委員 
 

【2 日目】 2月 22 日(土)           〔会場 スペースアルファ三宮 大会議室〕 

9:00-10:30 Workshop Session1 ＜Foundation session: English for teachers＞ 

講 師 Ross Malcolm  ブリティッシュ・カウンシル英語教員研修トレイナー 

10:30-12:30 Workshop Session2 ＜Pedagogy session: Teaching reading at Senior High School: Demonstration + analysis＞ 

講 師 Ross Malcolm  ブリティッシュ・カウンシル英語教員研修トレイナー 

12:30-13:30 昼 食 

13:30-15:30 Workshop Session3 ＜Pedagogy session: Teaching reading at Senior High School: Workshop + Micro-teaching＞ 

講 師 Ross Malcolm  ブリティッシュ・カウンシル英語教員研修トレイナー 

15:30-16:00 研究協議 講師を交えて意見交換を行います。 

コーディネーター 英語 5技能教育特別委員 

16:00-16:15 閉会式         司会 川本 芳久 一般財団法人日本私学教育研究所理事・事務局長 

◇開式 

◇総括 中川 千穂 英語 5技能教育特別委員 

◇挨拶 平方 行 英語 5技能教育特別委員長 

◇閉会 
 
◆ 参加者へのお願い ◆ 

当研修会において主催者記録係以外による録画・録音を禁止しております。また、講師・発表者の許可無く写真・内容等を HP・

ブログや各種 SNS 等へ掲載することにつきましても禁止しております。ご理解・ご協力の程よろしくお願いします。また、今後、

当研修会の広報活動等で主催者記録係が撮影した写真を使用させていただく場合がございます。会場内の様子を撮影する関係上、

参加者が映り込む可能性がございますので、予めご了承下さい。 

視察校での写真撮影について、生徒個人が特定できる顔写真等の撮影は禁止とします。撮影した写真は学校内の研修や報告等

に活用する場合に限り使用を許可しますが、学校のホームページや紀要・報告書等への掲載、参加者個人の SNS やインター   

ネットサイトへのアップロードは禁止とします。また撮影写真の使用後は速やかに破棄いただきますようお願いします。また、

動画（ビデオ撮影等）についてはすべて禁止とします。視察中は視察校の指示に従って行動して下さい。 



◆ Workshop 概要 ◆ ※研修内容に多少の変更が生じる可能性がございます。ご了承下さい。 

テーマ Teaching reading skills to Senior High School students 

2 月 22 日（土） 

Session 1 
9:00-10:30 

(90 分) 

Foundation session: English for teachers 
It’s helpful for teachers to re-experience language lessons from the perspective of their learners. This session 

will focus on English for teachers, using a challenging reading text at C1 level. The text will deal with a 

contemporary topic. Teachers will actively participate as learners in a lesson with the following features. 

•Content-led approach to reading •Scaffolding of challenging features of the text 

•Focused, interactive discussions based on the text •Review of key language features from the text. 

Following this experiential session, teachers will be well prepared for Day 2’s explicit focus on reading pedagogy 

for SHS students. 

Session 2 
10:30-12:30 

(120 分) 

Pedagogy session: Teaching reading at Senior High School: Demonstration + analysis 
Model lesson, based on a typical SHS reading text. Focus on the following teaching and learning strategies. 

•Local and global understanding of the text •Building a text model •Comprehension-monitoring 

•Inferencing •Teacher scaffolding 

Session 3 
13:30-15:30 

(120 分) 

Pedagogy session: Teaching reading at Senior High School: Workshop + Micro-teaching 
Teachers will workshop a reading lesson with a shared text, incorporating key features of the morning session. 

Following this, teachers will micro-teach a part of their lesson in small groups. 

Discussion 
15:30-16:00 

(30 分) 

Discussion（研究協議） 
Opportunity for participants to discuss topics raised over the course of the training. 

 

◆ 講師プロフィール ◆ Ross Malcolm ブリティッシュ・カウンシル英語教員研修トレイナー 

タイ、マレーシア、南アフリカなどでの教師や試験対策を含め様々な年代に対する指導を経て、2015年から日本の文部科学省や

教育委員会等の教員研修で講師及び教材開発を担当。修士（チチェスター大学）。専門は、外国語教師の専門性の向上。高等  

学校英語コミュニケーション用検定教科書「ENRICH LEARNING I, II, III」（東京書籍）の編集協力者。 

ブリティッシュ・カウンシル 英語教員研修トレイナーは全員 CELTA 及び DELTA 保持している（あるいは同等）。CELTA 

(Certificate in Teaching English to Speakers of Other Languages)、DELTA (Diploma in English Language Teaching to 

Adults)はいずれもケンブリッジ大学英語検定機構が授与する英語教授に関する国際資格。CELTA は、世界中にある TESOL/TEFL

の資格の中でも、最も広く認められ高評価を受けており、知識・理論面と同様、実践面も重視。DELTA は英国の公的な資格・  

試験監査機構 Ofqual によってレベル 7（大学院修士号と同等資格）として認定。 

 

◆ 学校紹介 ◆ 学校法人神戸女学院 ＜理事長・院長 飯 謙＞ 

神戸女学院中学部・高等学部 ＜部長 森谷 典史＞ 

1875 年に創立された中高一貫の女子校で、ミッションスクールとしては関西で最も長い歴史を持つ。創立以来「愛神愛隣」

を永久標語とし、キリスト教に基づいた全人的教育を展開している。個性を大切に育て、培った知識や能力を自分のためだけ

に使うのではなく、社会や隣人に対しても奉仕できる人間を育てることを教育の理念としている。「生徒主体」の校風が特徴で、

一人一人が自主性をもって、自らの果たすべき責任を充分に果たす人間になるという意味での「自由」を大切にしている。 
 

 英語教育においては、80 年以上前から独自の教授法により、オールラウンドなコミュニケーション能力を身につける教育を

実践してきた。根幹にあるのが Ms.Angie Crewが築いた Crew Methodである。中学部の授業は原則全て英語で行われ、生徒たちは

母国語のように英語を学ぶ環境に置かれる。1年生では週 6時間のうち 3時間がインターナショナル教員とのペアティーチング

で進められる。英語教育の基礎を耳から植えつけるという考えから、まず英語を聴いてその動作をしたり、先生の発音をまねた

りすることから学習を始める。歌やゲーム、物語の劇化、暗唱など、生徒の興味をひきつけ、積極的な参加を促す学習法を取り

入れているのも特色で、臆せず英語を話す姿勢と能力を育む。中学部 3年間で、高等学部卒業までに学習すべき基礎的な文法項

目を習得するとともに、リスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの技能を駆使して、日常生活で意思疎通が 

できることを中学部卒業時の目標としている。 

高等学部でも音声面を重視する方針には変わりなく、各学年週 5～6 時間のうち 1～2 時間は専任のインターナショナル教員

単独のオーラルコミュニケーションの授業がある。単なる日常会話にとどまらず社会問題や文化比較などのテーマをとりあげ、

映像や音声の教材を活用して学び、また調べたことや意見を発表する。週 1 回 2 時間連続の選択授業では、英語以外にも、  

フランス語、ドイツ語を学習することができる。授業以外に中学 3 年生以上の生徒達には、校外への英語スピーチコンテスト

への出場を奨励している。また、インターナショナル教員や留学生とのふれあい、海外への留学、姉妹校（オーストラリアの

Methodist Ladies’College）との交流、海外研修などの機会を提供している。進級するにつれてさらに磨きをかけた英語力で、

卒業生は分野を問わず大学や社会で、国際的に活躍している。 
 

約 141,300 ㎡の敷地に広がるスパニッシュミッション様式の優美な学舎は、建築家ウィリアム・メレル・ヴォーリズ博士による

もので、2009 年に国の登録有形文化財に指定された。2014 年 9 月には、岡田山キャンパス創建時の校舎群 12 棟が「重要文化財

神戸女学院」の名称で国の重要文化財に指定された。「真に芸術的な建築・学習空間は優れた人格を形成する」というヴォーリズの

建築理念を知ることができる代表的な作品と評されている。 

https://www.kobejogakuin-h.ed.jp/


◆ 会場案内 ◆ 

【1 日目：2月 21 日(金)】神戸女学院中学部・高等学部 ◎当日は上履きをご持参下さい。 

 

〒662-8505 兵庫県西宮市岡田山 4-1 

阪急電鉄今津線「門戸厄神」駅から徒歩約 15 分 

 

神戸女学院中学部・高等学部へのアクセスは 
こちらのQRコードからもご覧頂けます。 

 

 

 

 

 
 

【2 日目：2月 22 日(土)】スペースアルファ三宮 
 

〒650-0021 兵庫県神戸市中央区三宮町1-9-1 

三宮センタープラザ6階 

JR「三ノ宮」駅から徒歩約５分 

 

スペースアルファ三宮へのアクセスはこちらの 
QRコードからもご覧頂けます。 

 

 

 

 
 
◆ 講師・発表者・指導員 (順不同) ◆ 

 R o s s  M a l c o l m ブリティッシュ・カウンシル英語教員研修トレイナー 

 森 谷 典 史 学校法人神戸女学院理事・神戸女学院中学部・高等学部部長 

 北 條 敦 子 学校法人神戸女学院理事・総務部長 

 稲 垣 祐 子 神戸女学院中学部・高等学部英語科主任 

 刺 賀 繭 理 神戸女学院中学部・高等学部教諭 

 津 村 真 衣 神戸女学院中学部・高等学部教諭 

 太 田 久 美 子 神戸女学院中学部・高等学部教諭 

 Paul Ross RODRIGUEZ 神戸女学院中学部・高等学部教諭 

 吉 田  晋 富士見丘中学高等学校理事長・校長 

 平 方 行 一般財団法人日本私学教育研究所理事・所長 
   

◆ 特別委員・指導員 (順不同) ◆ 

 平 方 行 一般財団法人日本私学教育研究所理事・所長 

 稲  垣  祐  子 神戸女学院中学部・高等学部英語科主任 

 中 川 千 穂 工学院大学附属中学高等学校英語科主任 

 佐 藤 貴 明 ドルトン東京学園中高等部教諭 

 佐 々 木  雄  太 吉祥女子中学高等学校教諭 

 岩 瀬 俊 介 学校法人石川高等学校・石川義塾中学校教諭 

 大 久 保  素  子 文化学園大学杉並中学・高等学校国際部部長 

 川 本 芳 久 一般財団法人日本私学教育研究所理事・事務局長 

https://www.kobejogakuin-h.ed.jp/info/koutsu.html
https://spacealpha.jp/sannomiya/access/


◆ 参加申込方法 ◆ 

１．「参加申込書」に必要事項をご記入の上、下記申込先に FAXまたは郵送でお送り下さい。お電話での申込はでき

ません。 

     

     

 

 

２．申込は先着順とします。募集人数を超えた場合は期日前でも締切となる場合があります。 

申込締切の場合は当研究所ホームページでお知らせします。 

 申込締切日 2 月 7 日(金) 必着  

 

３．参加申込書受付後、「参加確認証」「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）」をお送りします。 

参加費は「参加費等請求書（コンビニ払込用紙）払込用紙」で、指定されたコンビニエンスストアで下記振込期限

までにお振込下さい。なお、参加費の領収書は「払込受領書」をもって代えさせていただきますので、大切に保管

して下さい。 

 参加費振込・キャンセル期限 2 月 12 日(水)  

 

◆ 注意事項 ◆ 

＜参加申込について＞ 

申込後、2 週間以内に｢参加確認証｣｢参加費等請求書(コンビニ払込用紙)｣が届かない場合は電話にてご連絡下さい。 

 

＜変更・キャンセル・欠席について＞ 

必ず FAX にて日本私学教育研究所へご連絡下さい。 

①キャンセルの場合は、「キャンセル確認書」を FAX にて返信します。 

②変更の場合は、「参加確認証（再発行）」を郵送します。上記書類が届かない場合は、必ず電話にてご確認下さい。 

2 月 12 日(水)迄のご連絡 2 月 13 日(木)以降のご連絡及び無断欠席 

事務手数料 1,000 円を差引いた

参加費を返金します。 

参加費の返金はできません。研修会資料等の発送をもって代えさせて頂き  

ます。参加費未払いの場合は、キャンセル料として参加費全額を申し受けます。

天変地異や自然災害等によるキャンセルの場合は、状況により対応しますので

ご相談下さい。 

 

◆ 個人情報の取扱いについて ◆ 

当研究所では、参加される先生方の個人情報は、厳重に管理・保護の上、その取扱いについては、法令その他の規範

を遵守し、細心の注意を払います。参加申込書にご記入いただく個人情報は、参加確認証および研修会参加のために

必要な書類の送付、実施要項の名簿の作成、当研究所の各種研修会開催等の情報の送付、また何らかの理由で研修会

に参加される先生方に連絡する必要が生じた場合のみに利用します。 

 

◆ 傷害保険について ◆ 

当研修期間中の参加者等の傷害保険には加入しませんのでご承知置き下さい。 

 

※研修会における新型コロナウイルス感染症への対応方針は当研究所ホームページをご覧下さい。 

申込み先 〒102-0073 東京都千代田区九段北４-３-８市ヶ谷 UN ビル６階 

一般財団法人日本私学教育研究所 研修会担当宛 

TEL：03-3222-1621 FAX：03-3222-1683 HP：https://www.shigaku.or.jp/ 

https://www.shigaku.or.jp/
https://www.shigaku.or.jp/


一般財団法人日本私学教育研究所 行 ［申込締切日 2 月 7 日(金) 必着］ 

  

ＦＡＸ番号 ０３－３２２２－１６８３ 
※送信前に今一度、FAX 番号をご確認下さい。０（ゼロ）発信の FAX 機で   

お送りいただく場合は、「０」を押してから、FAX 番号を押して下さい。 

令和 6年度 全国私立中学高等学校 私立学校特別研修会 

英語5技能教育特別部会（西日本エリア） 

参加申込書 
 

※太枠内は全てご記入下さい。 令和  年  月  日 
 

参 加 者 氏 名 

（ふりがな）  職名(例：校長、教諭、講師) 

 

 

学校（法人）名  

学校（法人）住所 

〒 

 

 

TEL：    （     ）        FAX：    （     ） 

※参加者本人、または学校住所以外への送付を希望する場合は、通信欄に送付先及び受取人氏名をご記入下さい。 

参 加 者 連 絡 先 携帯電話番号 

※緊急の場合、確実に連絡がとれる携帯電話番号をご記入下さい。 

メールアドレス 

 

食物アレルギーの有無 

該当する方に必ず○を付けて下さい。「有」の場合は、  
参加確認証送付時に問診票をお送りしますので、FAX  
またはメール添付にて当研究所までご返報下さい。 

有     ・    無 

通信欄 

◇FAX または郵送でお申込下さい。 

◇複数名の参加の場合は、本参加申込書をコピーしてお申込下さい。 
受付 No. 

 

  


